




































される。例えば，1946 年 10 月創刊の雑誌『少年工作』に，家庭で使われ始めた電気パン焼き器の

































                                                   
13 感情と身体の密接な関係については、たとえばダマジオのような現代の脳科学者の研究がある。 
14 Francis Mathieu, “Mme de Lafayette et la Condition humaine: une lecture pascalienne de 
La Princesse de Clèves”, Cahiers du XVIIe siècle, Vol XII, no1, 2008.ここでは｢心の平安｣(repos)
の観点からパスカルとの類似性が指摘されている。 
－ 42 －
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ヒューズがとぶ事故が多いことから，ヒューズが飛ぶ理由と家庭用パン焼き器の設計について 3 ペ













初期の文献には，科学教育研究協議会編集の雑誌「理科教室」の 1984 年 9 月号や仮説実験授業を提
唱した板倉聖宣が編集代表の雑誌「たのしい授業」1984 年 11 月号，また，いわゆる面白実験をま
とめた実験書の先駆けである愛知・岐阜物理サークル編で 1988 年出版の「いきいき物理わくわく実
験」があった。1980 年代は戦後約 40 年を迎えた頃で，実際に電気パンを経験した教師がまだ学校
に残っており 7)，科学教育研究協議会，仮説実験授業研究会等の地域の研究会や全国大会等で電気
パン実験が共有され，理科授業での活用法等について検討されていたと推察される。以下の表 1 に























表 1 電気パン実験が掲載されている主な雑誌・一般書籍・学会誌等  
 書名（出版社） 発行年月 著者 内容等 
1 『少年工作』創刊号，p.14-16（科学教





































































「電気パンとコーヒーの  COD 測定」，





生出版） 1997.5 宮内主斗 
「電気パンを一気に作ろう－生徒が発見した並列接
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『日本産業技術教育学会誌』第 43 巻 3
号，pp.161-168（日本産業技術教育学会） 
2001.9 松岡守 
























































25 『高校教 師が 教える 化学 実験室 』pp.42-44（工学社） 2012.8 山田暢司 
「電気でホットケーキを焼く」で実験方法と原理の説
明。水の蒸発熱にも言及されている 




27 『理科教育法  独創力を伸ばす理科授





























30 教科書『理科基礎』p.130（東京書籍） 2002.3  
検定済 
上田誠也 








他 9 名 
「熱や光の科学」の章で，ジュール熱の利用の例とし
て実験方法が記載 
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他 9 名 
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 ※ 電極板付近のパンを食べないことを注意  
－ 46 －

















150×150×0.13 mm の放熱グラファイトシート 12)を，牛乳パックのサイズと合わせるために，は
さみで 70×100×0.13 mm に切断して電極板 2 枚を作成した。この電極を用いて電気パン実験を行
ったところ，電気パン中に金属や金属酸化物の微粒子等は見られず，電極板付近の変色もなかった
ため，放熱グラファイトシートを電極にして作成した電気パンを食用にしても問題がないと考えら
れる。しかし，実験に使用した放熱グラファイトシートの厚さは 0.13 mm と薄く，2 回目の実験後
に洗っている際に破れてしまったことから，繰り返し使用するには強度面に課題があることが明ら









・実験に必要な器具の列挙，準備，製作  ・安全装置としてのブレーカーや電球等の検討 




















・イオン結合からなる物質の電気伝導性の理解  ・物質量の理解および計算法の習得 
・オームの法則の理解および計算法の習得    ・エネルギーの変換・保存則の理解 
・炭酸水素ナトリウムの性質および化学反応式の理解  
電気パンの予備実験の実施にあたっては，学生が自由に実験できるように材料・器具・工具等を
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本労働年鑑特集版 太平洋戦争下の労働者状態」（東洋館出版社）に記載されている。  
2) 2017 年 8 月現在。 
3) 本文中の表 1 の中の文献を参考文献として示すときは，表 1 の通し番号を（）内に記載して示す。 
4) 岩城正夫（1999）「シンポジウム『食の戦後史』・報告Ⅰ『敗戦後の三種の神器－電気パン焼き器・
タバコ巻き器・米つき器』」，『和光大学人間関係学部紀要』第 4 号，pp48-54 
5) 永六輔（1997）「食糧難時代の『電気パン焼き器』」，『毎日新聞』1997 年 1 月 25 日，23 面 
6) 岩城正夫「懐かしの電気パン焼き器－実演と試食－」  
http://www013.upp.so-net.ne.jp/tukutte-shaberu/010index.html（最終アクセス 2018 年 1 月 9 日） 
7) 「使用体験のある同僚の先生の手振りでだいたいのサイズと構造を再現しました」（表 1-9）と，
杉原は『おもしろ実験・ものづくり完全マニュアル』に書いている。  
8) 図 1 の大学入試センター試験の問題中のグラフでも二コブ型になっている。  
9) いずれの文献も実験の原理について，電解質の存在による電気伝導性，通電によるジュール熱の
発生，炭酸水素ナトリウムの熱分解によるに二酸化炭素の発生などを解説している。文献によっ
てその内容や量に差はあるが，表 1 では以降の文献も実験の原理の説明と記載する。  
10) 1988 年発行「いきいき物理わくわく実験」には電気パン実験が掲載されていたが，2002 年の改
訂時には，安全性に配慮して削除したことが執筆者の運営する以下の Web ページに書かれている。 
「ひろじの物理ブログ ミオくんとなんでも科学探究隊」 
https://ameblo.jp/hamgon1971/entry-11949524602.html（最終アクセス 2018 年 1 月 9 日） 
11) 製造メーカーは食品への使用を想定していないのでメーカーが安全保証しているわけではない。 
12) グラファイトシートは業務用が主だが，インターネット上のデンシ電器店で 432 円で入手した。 
